
保
谷
着
付
研
究
会

美
し
く
早
く
着
付
け
て
、
着
物
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
初
回
無
料
。

第
１
・
３
金
曜
日
／
10
時
〜
12
時
／

住
吉
第
２
市
民
集
会
所
／
入
会
金
千

円
・
月
額
２
千
円

コ
ー
ル
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー

素
晴
ら
し
い
先
生
方
と
と
も
に
仲
間

と
一
緒
に
楽
し
く
歌
い
ま
せ
ん
か
。

月
３
回
水
曜
日
／
９
時
半
〜
11
時
半

／
保
谷
駅
前
公
民
館
ほ
か
／
入
会
金

500
円
・
月
額
３
千
円

西
東
京
ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ
カ

同
好
会

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ハ
ー
モ
ニ
カ
。

談
話
と
練
習
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

毎
週
日
曜
日
／
14
時
〜
17
時
／
ひ
ば

り
が
丘
公
民
館
／
月
額
千
円

葵
書
道
会

午
後
の
ひ
と
と
き
を
「
書
道（
毛
筆
・

ペ
ン
習
字
）」で
楽
し
ん
で
は
！！

第
１
・
３
水
曜
日
／
13
時
〜
15
時
／

ひ
ば
り
が
丘
図
書
館
講
座
室
／
入
会

金
２
千
円
・
月
額
２
千
円

故
郷
の
城
跡
巡
り
愛
好
会

関
東
に
も
多
く
の
城
が
あ
り
ま
す
。

一
緒
に
お
城
を
散
策
し
ま
し
ょ
う
。

第
１
水
曜
日
午
後
：
勉
強
会
、
第
４

水
曜
日
午
前
集
合
：
城
巡
り
／
田
無

公
民
館
／
年
額
３
千
円

第
１
・
３
月
曜
日
／
13
時
〜
15
時
／

緑
町
地
区
会
館
／
月
額
800
円

谷
戸
気
功
太
極
拳

健
康
作
り
に
太
極
拳
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
歓
迎
。

毎
週
土
曜
日
／
10
時
〜
12
時
／
谷
戸

公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月
額
千
円

パ
ン
ジ
ー
英
会
話

外
国
人
の
先
生
と
楽
し
い
仲
間
で
英

語
を
学
ん
で
い
ま
す
。
会
話
中
心
。

毎
週
水
曜
日
／
19
時
〜
21
時
／
柳
沢

公
民
館
／
入
会
金
２
千
円
・
月
額
４

千
円

カ
ノ
ン
絵
画
ク
ラ
ブ
（
水
彩
と
ア
ク

リ
ル
）

身
近
な
静
物
、
風
景
、
人
物
を
描
き

ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。

第
２
・
４
水
曜
日
／
10
時
〜
12
時
／

田
無
公
民
館
／
入
会
金
３
千
円
・
月

額
３
千
円

西
東
京
風
の
会

日
本
文
学
を
中
心
に
楽
し
く
学
習
し

て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

第
４
火
曜
日
／
14
時
〜
16
時
／
田
無

公
民
館
／
年
額
千
円

十
三
月
会
（
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
）

身
近
に
あ
る
静
物
・
風
景
を
水
彩
で

描
い
て
い
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。

月
２
回
月
曜
日
／
午
前
中
／
谷
戸
公

民
館
／
月
額
３
千
円

尺
八
木
蓮
会

多
少
の
尺
八
経
験
の
あ
る
方
募
集

中
！　
基
本
音
の
練
習
が
主
体
で
す
。

月
４
回
木
曜
日
／
18
時
〜
21
時
半
／

保
谷
駅
前
公
民
館
／
入
会
金
２
千

円
・
月
額
２
千
円

お
箏
サ
ー
ク
ル

一
緒
に
楽
し
く
お
箏
を
弾
き
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
の
方
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

月
３
回
火
曜
日
／
13
時
〜
18
時
／
谷

戸
公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月
額
３

千
円

作画：まゆこ（向台町在住）

色
鉛
筆
画
作
品
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
水
会

　
新
会
員
の
新
た
な
個
性
も
加
わ
り
、

さ
ら
に
多
様
な
作
品
が
そ
ろ
い
ま
し

た
。
心
に
優
し
い
色
彩
の
世
界
に
ぜ

ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

２
月
27
日　

 

〜
３
月
５
日　

 

／
10

時
〜
17
時
（
初
日
12
時
か
ら
最
終
日

15
時
ま
で
）
／
柳
沢
公
民
館

2
28

188
2
1
1

042
464

2
月
23
日

11
月
・
12
月
活
動
報
告

　
　
　
公
運
審
委
員
　
吉
野
み
さ
わ

　
公
運
審
で
の
審
議
や
活
動
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
会
議
開
催
日
と
主
な
内
容
】

定
例
会
　
11
月
22
日

田
無
公
民
館
等
３
館
の
今
後
の
耐
震

補
強
・
施
設
維
持
改
修
の
方
向
性
に

つ
い
て
（
年
度
内
に
方
針
を
決
定
す

る
予
定
）
／
30
年
度
の
予
算
要
求
に

つ
い
て
／
利
用
者
懇
談
会
報
告
／
事

業
計
画
書
・
報
告
書
に
つ
い
て
／
平

成
28
年
度
公
民
館
事
業
の
二
次
評
価

の
検
討　
　
　
ほ
か

定
例
会
　
12
月
20
日

事
業
計
画
書
・
報
告
書
に
つ
い
て
／

平
成
30
年
度
事
業
方
針（
案
）に
つ
い

て
／
田
無
公
民
館
耐
震
改
修
工
事
に

つ
い
て

※

公
民
館
事
業
評
価
に
つ
い
て
は
、

　
11
月
6
日（
月
）・
13
日（
月
）・
20

　
日（
月
）に
作
業
部
会
を
開
催
し

　
検
討
。

　
公
民
館
は
広
く
市
民
に
開
か
れ
、

学
習
施
設
と
し
て
運
営
さ
れ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
業
評
価

は
公
民
館
運
営
の
よ
り
一
層
の
改
善

を
図
る
た
め
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
28
年
度
公
民
館
事
業
評
価
の
作
業

部
会
で
は
、
学
級
講
座
・
施
設
管
理
・

窓
口
業
務
・
長
期
的
視
点
で
の
人
づ

く
り
の
各
視
点
か
ら
、
検
討
を
進
め

ま
し
た
。
27
年
度
事
業
評
価
と
28
年

度
事
業
実
績
を
併
せ
て
確
認
し
、
こ

れ
ま
で
の
公
民
館
の
丁
寧
な
取
り
組

み
の
積
み
重
ね
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の

期
待
を
込
め
、
公
運
審
と
し
て
の
評

価
表
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
も
公

民
館
の
機
能
の
充
実
に
向
け
て
、
職

員
の
方
々
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
月
の
お
題
「
豆
」

4
月
号
の
お
題
「
希
望
」
で
す

（金）

　
子
ど
も
と
地
域
の
大
人
の
交

流
を
感
じ
な
が
ら
取
材
し
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
の
狭
山
公
園
は
、

完
歩
し
た
達
成
感
を
味
わ
う
参

加
者
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
で
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。       

（
中
）

２月28日 ビスケットの日
　長崎留学中の水戸藩蘭医の柴田方庵が、
オランダ人からビスケットのつくりかた
を学び、製法書を水戸藩に書き送った日
付が 1855年のこの日だったという史実
に基づいて、全国ビスケット協会が1980
年に制定しました。ビスケットの語源が
「2度焼かれたもの」という意味のラテン
語であることから、「2度焼（8）く」の語呂
合わせの意味もあります。

・
鬼
役
の
パ
パ
に
や
さ
し
く
豆
ま
く
子
　
　
　
小
林
正
邦

・
歯
に
付
い
た
豆
大
福
の
皮
が
邪
魔
　
　
　
　
手
塚
重
明

・
ア
チ
コ
チ
と
気
配
り
上
手
彼
豆
男
　 

　
　
う
め
チ
ャ
ン

（火）

（月）

4
月
1
日
号
の
原
稿
締
め
切
り

日
は
、
2
月
20
日

で
す
。

（火）

（
3
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

谷
戸
エ
ッ
セ
イ
ク
ラ
ブ

講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
600
字
の

エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
２
金
曜
日
／
９
時
半
〜
11
時
半
／

谷
戸
公
民
館
／
月
額
２
千
円（
半
年

分
前
納
）・
経
費
百
円

プ
ル
メ
リ
ア
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

年
を
重
ね
た
者
同
士
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

ゆ
っ
た
り
と
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　市民が設計に参加した柳沢公民館の開館30周年記念事業の一つとして、柳沢
公民館記念歌「ふれあいのうた」をつくりました。作詞にあたっては、広く市民
から公民館にまつわるエピソードや公民館への思いなどを募りました。そして、
市内在住の作曲家・著述家、野口義修さんが、寄せられた言葉を紡いで歌詞を
完成させ、作曲してくださいました。

作詞：市民参加　作曲：野口義修

【２番】
凧上げ原っぱ柳沢
学校だったこの場所に
生まれて育ったみんなの家

母に連れられて　来た日
今日は母の手　引いて来た
ありがとう　思い出
僕の私の公民館

手作り花壇　手作りコンサート
ロビーは心の　心の交差点

ひたい寄せ集めて
まとめた未来図〈せっけいず〉
この床や　あの部屋も
市民〈みんな〉の愛で息づいている

出来るも出来ないのも
輝いている個性
人と人　認めあう
それが公民　公民館さ
それが市民〈みんな〉の公民館さ

【１番】　　　　　　　　　　　　　　　　　
日常〈ひび〉の線路道　抜けて
赤レンガのドア開ければ
いつもの仲間の声がする

壁を彩るアート展
ふれあい香る喫茶室
ほっと一息
僕の私の公民館

ドキドキひとり　気付けば仲間
真剣サークル　終わればお茶会

あの日語り合って
描いた未来図〈みらいず〉に
詰め込んだ夢たちが
今　鮮やかに息づいている

ここはふれあい広場
命はぐくむ “館（やかた）”
声と声　弾ませて
いま歌おう　手と手つないで

2018. 2.１

柳沢公民館のうたができました！

柳沢公民館記念歌「ふれあいのうた」

よしのぶ

たこ

だん

こ
と

　昨年12月に開催した開館30周年記念
イベントで展示した利用団体の活動紹介を
ロビーで再展示します。
時 前半：2月６日（火）～ 2月12日（月・祝）
　 後半：２月14日（水）～２月20日（火）
　 いずれも９時～22時
場 柳沢公民館
※前半と後半で展示の入れ替えを行います。

柳沢公民館利用団体活動紹介展示

ふ
る
さ
と

し
ろ
あ
と


